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三陸・常磐産品の魅力や安全性について発信する取組 3

◼ ALPS処理水に関する風評を抑制・払拭することに加え、三陸・常磐地域の水産業等の本格的な復興や持続的な発展を
後押しするため、経済産業省、復興庁、農林水産省にて、2022年12月20日に「魅力発見！三陸・常磐ものネット
ワーク」を立ち上げ。
（2024年11月22日時点で、1,197者もの企業、自治体等が参加）

◼ 2024年10月１日から11月４日までを、「三陸・常磐ウィークス（第４弾）」と称し、ネットワーク参加企業等によ
る社食や弁当の購入等を通じた「三陸・常磐もの」の消費拡大に向けた取り組みを推進。

※なお、これまでに３回、「三陸・常磐ウィークス」を開催し、合計で約212万食の「三陸・常磐もの」を提供。

「三陸・常磐ウィークス（第４弾）」における取組

⚫ 政府全体で「三陸・常磐もの」を積極的に応援。石
破総理大臣も「三陸・常磐もの」を使用したお弁当
を食べて、その魅力をPR。

⚫ 「SAKANA&JAPAN FESTIVAL（魚ジャパンフェ
ス）2024」＋「発見！ふくしまお魚まつり」
（11月１日～４日＠お台場）

➢ 「三陸・常磐もの」を始めとした日本の美味しい魚介
類を使用した海鮮丼や、ほっき飯・さんまのポーポー
焼きといった福島の海産料理などが味わえる、日本最
大級の魚介フェスティバルがお台場で開催。

➢ 辻本経済産業省大臣官房福島復興推進グループ長も参
加したほか、「三陸・常磐もの」を販売するマルシェ
や、アンコウの吊るし切りショーなどのPRイベントも
併せて実施。
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①三陸・常磐もの 海の幸せマーケット

◼ 三陸・常磐ものの水産物や水産加工品を消費者に購入いただき、魅力を知っていただく販売イベントを開催。 三陸ものは南三陸、
石巻、塩竈等の水産事業者が、常磐ものについては、福島相双復興推進機構が出店した。
開催日：11月8日(金)～9日(土) 場所：藤崎百貨店前アーケード内

②宮城・岩手 海の幸フェア

◼ 宮城県内の飲食店とコラボし、宮城・岩手の海の幸メニューを期間限定で展開。
フェア期間：10月1日(火)～11月30日(土) 開催店舗：仙台市内65店舗の飲食店

会場の様子

三陸・常磐地域の水産品・水産加工品の魅力や安全性に
ついて発信
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セレモニーの様子

開催の様子、提供メニュー例

プレイベントの実施

金華サバ炭火焼き 岩手大船渡はらこ飯

多くの方が足を止め、出展事業
者の方とコミュニケーションを
とり、御購入いただきました。

通行客へのお振る舞い
（みやぎサーモンと福島県
松川浦産あおさの味噌汁）

オープニングセレモニーにおいて佐
竹東北経済産業局長、福島相双復興
推進機構 戸髙専務理事より挨拶。

11月3日(日)の「東北・みやぎ復興
マラソン2024」とコラボ。ゴール
地点で本イベントの開催PRを実施。

水蛸藁やき
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福島相双復興推進機構の取組事例

◼ 10月23日（水）～29日（火）の7日間、大丸東京店にて福島相双復興推進機構の主催で、福島県の水産加工品の販売

会である「ふくしま常磐大漁市」を出店。

◼ 本イベントでは、福島県産の水産物を使った「常磐ものの4色丼」（まぐろ切り落とし、粗挽きたたき、ヒラメ、メヒカリ（丼の具材と

して今回初めて使用。福島県漁連提供））「ヒラメの漬け丼」「まぐろ丼」の3種の丼を販売した。

◼ また、丼で使われたまぐろは小名浜海星高校（いわき市）の生徒が実習船「福島丸」で捕獲してきたものだが、今回のイベントでは

同校の生徒2名が店頭に立ち、PR・販売を行った。

◼ 開催期間中は毎日多くの方が来場。売れ行きも好調であった。生徒も慣れない販売という業務の中で、自らが獲ってきたまぐろのPR

や来場者からの質問への対応を積極的に行い、「貴重な経験ができた」「お客様の笑顔を見てうれしい気持ちになった」と前向きな感

想を述べていた。
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ふくしま常磐大漁市 in 大丸東京店

▲会場の様子 ▲店頭に立った小名浜海星高校の生徒さん ▲左上：ヒラメの漬け丼、右上：まぐろ丼
下：常磐ものの4色丼
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日本貿易振興機構（JETRO）の取組事例

ハワイ・バイヤー等の青森招へい

青森市中央卸売市場視察 ↑企業視察でのレクチャー
ベビーホタテ→

◼ 10月15日（火）～16日（水）の日程で、米国・ハワイより、有力インポーター、現地で著名なシェフを青森に招へいし、地元
水産企業の視察、商談会、調理デモを実施した。

◼ ハワイは、人口の約４割がアジア系人種で日本食文化が特に浸透している上、米国各地や国外からの観光客をはじめとする年間
約 1,000 万人が来訪するため、日本産水産物の市場として高い可能性を持つ。

◼ 地元の水産企業の視察と商談会により、青森県産水産物へのより深い理解と商談の機会を提供した。シェフによる調理デモは、地
元食材を活用した新しいメニュー提案により、青森の水産関係企業に対し、海外輸出における新たな視座を与えるとともに、シェフを
通じたハワイ市場での青森産水産物のPR効果を期待させる結果となった。

■ハワイ・バイヤー等の青森招へい概要
•招聘期間：2024年10月15日（火）～16日（水）
•訪問先：青森県青森市、八戸市
•商談した水産物：ホタテ、ズワイガニ、サバ、イカ、しめ鯖等
■商談会参加企業数6社、商談件数 14件（速報ベース）

■商談した水産事業者の反応
海外バイヤーと地元、目の前で商談できることはありがたい。
■招聘したバイヤー等の反応
同じ食材でも個々の質が高い。青森から直接ハワイに空輸されるルートがほしい。

バイヤーとの商談商談会場シェフによる調理デモ
新開発したメニュー
（左がホタテ、右がキンキを活用）

6
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中小企業基盤整備機構の取組事例

◼ 11月13日に中小企業基盤整備機構において、ランチ会を東北本部（宮城県仙台市）で開催。

◼ 今回のランチ会のために購入したお弁当は中小企業基盤整備機構が支援した16食材提供事業者の食材を取り入れた、東北6
県の個性豊かなメニューとなっており、参加者15名へ提供した。

11月13日(水)ランチ会の様子

▲今回提供をしたお弁当 ▲ランチ会を通して
東京勤務の職員と

東北本部勤務の職員が
交流をする様子

▲参加者集合写真

7
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東京電力による魅力発信

◼ 東京電力が福島県産品の美味しさや魅力を伝えるために実施している「発見！ふくしま」の取り組みの一環として、11月16日、17

日の2日間、大阪で開催された「おは朝パーク2024」に、「発見！ふくしま」と「ホタテ応援隊」のブースを出店し、浪江町のご当

地グルメ「なみえ焼きそば」の麺をアレンジした「ホタテ塩ダレ焼きそば」や国産ホタテを使った「ホタテ貝焼き味噌」などのメニューを

約2,000食提供した。

◼ また、11月21日、22日の2日間、新橋駅前SL広場において地元商店会の協力のもと「ホタテ祭り」を開催した。会場では、国

産ホタテを使ったメニューを約5,500食提供したほか、福島県産の「常磐もの」や「日本酒」などを提供した。
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ホタテ祭り in 新橋SL広場

■日程：11月21日（木）、22日（金） 16:00～20:00

■場所：新橋駅前SL広場（東京都港区）

おは朝パーク2024 in 万博記念公園

■日程：11月16日（土）、17日（日）9:30～16:00

■場所：万博記念公園 下の広場（大阪府吹田市）
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10各地での説明・意見交換①

◼ 本年11月17日に「気仙沼市 東日本大震災遺構･伝承館」において、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉やALPS処理水

に関するブースを出展。来場者の方々に福島第一原子力発電所のジオラマを用いて説明するとともに、パンフレットの配布を行った。

イベントの様子
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11各地での説明・意見交換②

◼ 本年11月23日、24日に開催された「復興なみえ町十日市祭」において、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉やALPS処理

水に関するブースを出展。来場者の方々に福島第一原子力発電所のジオラマを用いて説明するとともに、パンフレットの配布を行った。

イベントの様子
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12廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報①

◼ ALPS処理水に係るモニタリングの結果を一目でわかるマーク形式で表示するページについて、Yahoo!JAPANのトップページに

バナー広告を掲載。

ALPS処理水に係るモニタリングページ（抜粋）

ページはこちら

Yahoo!JAPAN バナー広告
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廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報② 13

１分程度でわかりやすく解説する動画

① ALPS処理水って何？
本当に安全なの？

④ 本当に海洋放出をしても
大丈夫なの？

② トリチウムって何？ ③ なぜALPS処理水を
処分しなければならないの？

⑤ 近海でとれた魚は
大丈夫なの？

◼ 「ALPS 処理水について知ってほしい５つのこと」をそれぞれ１分程度でわかりやすく解説する動画について動画広告を展開。

（動画はそれぞれ画像左下の２次元コードからご覧いただけます。）
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14
IAEAによる「外部被ばくに関するモニタリングの裏付け」に
関する報告書の公表

◼ 2024年11月11日、IAEAは、東京電力福島第一原子力発電所におけるALPS処理水の安全性に関するレビューの一環として、

職業的な放射線防護の裏付けのための「外部被ばくに関するモニタリングの裏付け：全身、末端部、眼の水晶体線量計の性

能」に関する報告書を公表。

◼ 本報告書は、IAEAが、ALPS処理水の取扱いに従事する作業員の外部被ばく線量をモニタリングする企業（東京電力が契約

する株式会社千代田テクノル及び長瀬ランダウア株式会社）の分析能力に関する評価を、分析機関間比較（ILC: 

Interlaboratory Comparison）の結果とともに報告するもの。

◼ 報告されたILCの主な結果は、以下のとおり。

⚫ 日本の分析機関が有する測定精度と技術力の高さが実証された。

⚫ 分析手順は、技術的に妥当な結果を得るために必要な適切な基準に従っている。

これらの結果は、ALPS処理水の取扱いに従事する作業員の外部被ばく線量を正確に評価する日本の能力を信頼させるもので
ある。

（参考）
【経済産業省ニュースリリース】 ALPS処理水の安全性に関するレビューの一環として、
IAEAは作業員の「外部被ばくに関するモニタリングの裏付け」に関する報告書を公表しました
https://www.meti.go.jp/press/2024/11/20241112003/20241112003.html

【IAEAプレスリリース】 IAEA Says Japan is Accurately Monitoring Radiation Exposure
of Workers Handling ALPS-Treated Water at Fukushima

https://www.iaea.org/newscenter/pressreleases/iaea-says-japan-is-accurately
-monitoring-radiation-exposure-of-workers-handling-alps-treated-water-at-
fukushima

▲「外部被ばくに関するモニタリングの
裏付け」に関する報告書

https://www.meti.go.jp/press/2024/11/20241112003/20241112003.html
https://www.iaea.org/newscenter/pressreleases/iaea-says-japan-is-accurately-monitoring-radiation-exposure-of-workers-handling-alps-treated-water-at-fukushima
https://www.iaea.org/newscenter/pressreleases/iaea-says-japan-is-accurately-monitoring-radiation-exposure-of-workers-handling-alps-treated-water-at-fukushima
https://www.iaea.org/newscenter/pressreleases/iaea-says-japan-is-accurately-monitoring-radiation-exposure-of-workers-handling-alps-treated-water-at-fukushima
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15日本産水産物の輸入回復に向けた働きかけ（中国）

◼ 2024年11月15日、APEC首脳会議に出席するためペルーを訪問中の石破総理は、習近平中国国家主席と首脳会談を行った。

◼ 両首脳は、ALPS処理水の海洋放出と日本産水産物の輸入規制に関する発表を両国できちんと実施していくことを確認し、石破

総理から、中国による日本産水産物の輸入回復を早期に実現するよう求めた。

◼ また、11月14日、APEC閣僚会議に出席するためペルーを訪問中の武藤経済産業大臣は、王文涛（おう・ぶんとう）中国商務

部長と会談を行った。

◼ 武藤経済産業大臣から、ALPS処理水の海洋放出と日本産水産物の輸入規制に関する両政府の発表を踏まえ、日本産水産

物の輸入回復を早期に実現するよう求めた。

▲日中首脳会談 ▲武藤経済産業大臣と王文涛商務部長との会談

（参考）
【首相官邸報道発表】 日米首脳会談、日米韓首脳会合及び日中首脳会談等についての会見

https://www.kantei.go.jp/jp/103/statement/2024/1115kaiken.html
【外務省報道発表】 日中首脳会談

https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/c_m1/cn/pageit_000001_01251.html
【経済産業省プレスリリース】 武藤経済産業大臣がペルー共和国・リマに出張しました

https://www.meti.go.jp/press/2024/11/20241118001/20241118001.html

https://www.kantei.go.jp/jp/103/statement/2024/1115kaiken.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/c_m1/cn/pageit_000001_01251.html
https://www.meti.go.jp/press/2024/11/20241118001/20241118001.html
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◼ 2024年11月21日、大串経済産業副大臣は、香港の蔡冠深（ジョナサン・クンサン・チョイ）新華集団主席・香港中華総商会

会長による表敬を受け、日本・香港間の経済関係について意見交換を行った。

◼ 大串副大臣から、香港政府による日本産食品への輸入規制について、貿易促進につなげるため、早期撤廃に向けた香港産

業界からの理解と協力を求めた。

（参考）
【経済産業省プレスリリース】 大串経済産業副大臣が香港の蔡冠深（ジョナサン・クンサン・チョイ）新華集団主席・香港中華総

商会会長による表敬を受けました。
https://www.meti.go.jp/press/2024/11/20241121001/20241121001.html

▲ジョナサン・クンサン・チョイ会長による大串副大臣への表敬

日本産水産物の輸入回復に向けた働きかけ（香港）

https://www.meti.go.jp/press/2024/11/20241121001/20241121001.html
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海水・魚のトリチウムの迅速なモニタリング 18

○海水中トリチウムを精密分析にて測定。

○20km以上離れた海域や、宮城県沖南部、茨城
県沖北部でも、精密分析を実施。

○水産物は年約380検体でトリチウムを測定

○①放水口の北北東へ約４km、②放水口の南南東
へ約５kmの２地点で、週４回迅速分析を実施
（放出のない期間は週１回）

水産庁

○海水中トリチウムを測定

○放水口周辺４地点毎日、その他６地点で週２回（放
出期間中）、放水口周辺４地点週１回、その他６地
点で月１回（放出停止期間中）迅速分析を実施。

○海水中トリチウムを測定

○放出期間中、放水口近傍３地点で期間中２回、そ
の他沿岸20地点で期間中１回、迅速分析を実施。

東京電力

計画どおりに安全に放出できていることを確認

環境省

（参考）原子力規制庁
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内閣府発行広報誌への記事掲載 19

◼ 内閣府発行広報誌「HIGHLIGHTINGJapan」11月号の「政策お知らせ」のコーナーで、国内外の外国人向けに「東京電力福島

第一原子力発電所ALPS処理水の海洋放出に伴う安全性の広報、水産物の消費拡大について」紹介する記事を掲載しました。

掲載紙面
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東京電力による新聞広告掲載

◼ 一昨年８月から、東京電力が、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉の取組について、定期的に地元紙（福島民報、福島

民友、岩手日報、河北新報、茨城新聞）に広告を掲載。

◼ 本年11月は1回掲載しており、今後も月１～２回の頻度で継続的に実施を予定。

新聞への広告掲載内容（モニタリング状況のお知らせ）

20
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